



































の一般市民の反応は、ほとんど議論の俎上に上っていない。当局者に研究の焦点があれば、市民は当然、政府の政策が貫徹される際に誘導されるべき対象として位置づけられるほかなく、かれらの反応は基本的に「親米恐米」感情として総括的に叙述されるにとどまり、それ以 具体像をあき にする必要もなか た。　
そのため中国市民は、朝鮮戦争当時、最高権力者であった毛沢東によって政策決定の過程からその存在が一度捨
象され、その後、毛沢東 焦点を当てた研究者によって再度、歴史か その存在が捨象さ た。しかし、市民 焦点をあて ば、それまで「親米恐米」という記号でしか捉えられなか た意見や感情はより具体的 観察さ 、平和を希求する非（避）戦・厭戦・反戦感情の流露 して理解さ ることが可能と 長年にわたる内外戦争を経てようやく平和が訪れた当時の時代背景を考え ば このような位置づけ方 より自然と考えられ らである。　
本稿の対象とする地域は、華北、華東、東北、西南と広い範囲にわたるが、それぞれの主要都市を中心に取り上











六日付の新華社通信によれば、 「投機商人がふたたび活躍しはじめ、市民はそれに盲目に追随した。 」その結果、まず市民の台所に直結する食糧市場では、 「取引高や米麦以外の穀物価格 小売販売量のいずれにおいても、明らかな変化が見られた。 」次に、乱世につよいと中国の伝統文化で固く信じられた金の市場価格は、戦争勃発前日の六月二四日の一両
リャン
あたり一一七万元から、三〇日の一三五万元にあがり、一週間で一五・四％ほど高騰した。また抗


























入品に依存した当時、市民の 常生活の受けた影響の きさがうか わ る。　
以上に述べた状況のなかで、北京市民は朝鮮戦争に関連する活動にどのようにかかわったのか。ちょうど当時の



















を一回ほど開催することが決定された。それに従って各支部は、計一四回の市民大会を催し 約四二〇〇名の参加を得た。そのうえ、 「映画を余興 した講演集会を一回、夜間 行い 約一二〇〇余名の 員の参加を得た。また支部内の派出所 黒板掲示を利用して った。教員支部は児童劇団とともに街頭で劇を演じ 一〇〇〇余名の市民に対し宣伝活動を行った。さらに各支部の平和署名活動は 二三七〇名 市民から署名を集めた。 」　
第三、成人補習学校である。まず補習学校の教職員と学生計七〇〇余名を対象に時事講話が行われた。 「三つの
一二二






































ここでより注目すべきは、世界大戦誘発 可能性を否定するこ がこの大会の内容の一つ されたようで、そのことから多くの市民が大戦に強い不安 抱い いたことが読み取れる い 点である。　
実際、同様の不安は、宣伝を受けて考えが変わったとの趣旨で報告された外の事例からも観測された。天壇防疫
所の一部の関係者は、 「以前、第三次世界大戦を恐れていたが、座談会開催後はそ ような不安 解消 れたこと
一二四
を認めた。 」また、当初、 「朝鮮戦争は自分たちとあまり関係ないと思っていた人も、今やアメリカ帝国主義がわれわれの敵であり、生産に専念し、派出所の行っているスパイ摘発活動に協力することも米帝と戦うことだと認識するようになった。それまで態度を決めかねていた市民もまた、勝利することに強く自信を持つようになった」 報告された。これらの事例に見られた「変化」を確認することはできないが、むしろ宣伝を受ける前の北京市民の不安や躊躇の一端はうかがわれる。　
そのことは、宣伝の効果が薄かったとの趣旨で報告された事例からより明確に確認できる。街頭宣伝に対して

































































なくなった」と 悲観論が蔓延した。しかし公に表明された は、時事問題について「当局の説明を新聞紙上で増やして欲しい」という希望にとどまっ ただ 同時期に、極少数ながら、 「中国 武器は駄目 空軍も駄目だ 、「大都市はもうもたないだろう」と語る教授がいたことから、教授一般の本音はうかがわれる。大戦への不安が情報不足への不満と て現れ 状況は、業種を問わず広く見られた。朝鮮戦争について新聞は「これまで法螺 吹きすぎたが、いまは記事を小さく扱っている。あ りにも内容が薄く、しかもタイムリーではない」 社会各界から批判され のである。市内の各役所に勤務した人
々
のところにも確実な情報が入らず、 「工場は他所に移る」 、 「鉄
































































































































































































































生を享け、一九七六年に無錫 死去した。みずからと縁の深い地域の幹部の意見と偶然に一致したかもしれないが、この幹部発言の記事が『内部参考』に掲載された一九五〇年七月、国連駐在首席代表に任命された張が赴任の準備をしながら外交部で待機し、党内でも中央政治局委員の立場にい ことから、その記事を目にしたことは十分考えられる。いずれにしても、大陸地域の内治優先派とみられる張がそ 考えに共鳴したことは間違いない。国内統一の完成と位置づけ れた台湾解放に関すること すら、そ によって生じかねない米中軍事衝突 避けるべき いう意見であったとすれば、海外派兵となる朝鮮戦争への参戦についてはなおさら否定的であったように思われる　
世界大戦や原爆を恐れる意見は、常州の北に位置する鎮江市でも広く観測され、とくに米軍機による鴨緑江の中











































































































































が見えてきた。この政権を倒さなければ活路は見出せない」として、相互に連絡をとり合って集会を開いた。自首して登録するよう求めた新政権の政策に応じずに静観してきた前政権のある関係者は、 「みずからに先見の明があった」と述べ、行商業者を組織し、蒋介石の軍勢が及んできた暁には、それに呼応して百貨店やその他の国営企業と銀行を占拠する計画を立てた。かれら 言うところによれば、 「まもなくまた“八
･
一五”がやってくる。市政




































































































西南地域は日中戦争時、国民政府の臨時首都が重慶に置かれたこ からも分か ように、 「大後方」地域ではあ












































































































を行った。戦場からの地理的な遠近や文化的歴史的経験、経済状況などの相違から、地域間にそれぞれ若干の差異はみられたが、世界大戦勃発 可能性を視野に入れた点 関しては、大方の市民の間で共通していた。また、国共内戦という当時国内政治上の特殊な事情 よって生じ 一部の例外を除き、大多数の市民は平和を希求し、朝鮮戦争に巻き込まれる危険を憂慮し、強い非（避）戦・厭戦・反戦感情をもっていた。　
この時期に中国市民の間で朝鮮戦争について、権力政治 観点からどのような議論が交わされたかという問題は



































































































































































































































































































































































三・城江良和訳） 『歴史』 （京都大学学術出版会、二〇〇〇―二〇〇三年） 。
（
88） 　
同右、四二頁。
（
89） 　
ジョージ・オーウェル（新庄哲夫訳） 『一九八四年』 （早川書房、一九八四年）三八頁。
（
90） 　『呉宓日記
　
続編』 、前掲、四二頁。
（
91） 　
同右。
（
92） 　
同右、一二九頁。
